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１ 福祉サービス利用に関する運営適正化委員会委員名簿  

                      第１２期任期 令和４年１０月 1日～令和６年９月３０日  

◎委員長 髙橋 芳代子 氏   ○委員長職務代理 元村 智明 氏  

選出区分 所属団体 及び 職名 氏   名 監視 苦情 

①
社
会
福
祉
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
委
員 

ア 
公益を 
代表する委員 

宮城県民生委員児童委員協議会 就任手続き中   

東北福祉大学 准教授 元 村 智 明  ○ 

宮城県社会福祉士会 理事 東 寺 大 輔  ◇ 

イ 
福祉ｻｰﾋﾞｽ利用
援助事業の対
象者を支援す
る団体を代表
する委員 

認知症の人と家族の会宮城県支部 副代表  髙 木   香 ○  

宮城県手をつなぐ育成会 理事  山 田 弘 子 ○  

宮城県精神障がい者家族連合会 事務局長  伊 藤 仁 幾 ○  

ウ 
福祉サービス
の提供者を代
表する委員 

仙台市地域包括支援センター連絡協議会 幹事  手 塚 雅 明 ○  

宮城県老人福祉施設協議会 副会長 土 井 孝 博 ○  

宮城県知的障害者福祉協会 事務局長 石 川   仁 ○  

② 
法律・財務に関し 
学識経験を有する 
委員 

東北学院大学法学部 教授  遠 藤 隆 幸 ◇  

仙台弁護士会（弁護士） 金 子 享 平  ◎  

仙台弁護士会（弁護士） 髙 橋 芳代子  ○ 

東北大学大学院法学研究科 教授  藤 田 一 郎  ○ 

日本公認会計士協会（公認会計士）  古 川 直 磨  ○ 

③ 
医療に関し 
学識経験を有する 
委員 

宮城県医師会 常任理事（医師）  安 藤 由紀子  ○ 

日本精神保健福祉士協会宮城県支部  佐 々 木 晃  ◎ 

◎は合議体委員長、◇は合議体委員長職務代理 
 

２ 福祉サービス利用に関する運営適正化委員会選考委員会委員名簿 
第１２期任期 令和４年９月１日～令和６年８月３１日 

◎委員長 小野 和宏 氏     ○委員長職務代理 神谷 統 氏 

選 出 分 野 所 属 団 体 及び 役 職 名 氏   名 摘 要 

 

１ 福祉サービスの 

  利用者を 

  代表する委員 

宮城県老人クラブ連合会 会長 髙 橋 壽 一  

宮城県障がい者福祉協会 常務理事 末 田 耕 司  

宮城県重症心身障害児(者)を守る会 会長 秋 元 俊 通 
 

 

２ 社会福祉事業を 

  経営する者を 

  代表する委員 

宮城県社会福祉法人経営者協議会 会長 庄 子 清 典  

宮城県保育協議会 会長 中 鉢 義 徳  

宮城県社会福祉協議会 理事兼事務局長 菅 原 健 一   

 

３ 公益を 

  代表する委員 

宮城県民生委員児童委員協議会  就任手続き中  

宮城県市長会 事務局長 神 谷   統  

宮城県町村会 理事兼事務局長 小 野 和 宏 
 



３ 福祉サービス利用に関する運営適正化委員会の運営状況 

名 称 開催日 開催方法 

(会場等) 

内  容 （協議事項等） 出席 

第１回 

運営適正化委員会 

4月 28日 書面決議 Ｒ3 年度事業実績報告 

Ｒ4 年度事業計画 

委員 13 人     

第 2 回 

運営適正化委員会 

10月27日 Ｗｅｂ会議 改選のため、委員長、委員長職務代理の

選任 

所属合議体の指名、合議体委員長、委員

長職務代理の選任 

委員 13 人 

事務局 2 人 

 

４ 福祉サービス利用に関する運営適正化委員会選考委員会の審議状況 

名 称 開催日 開催方法 

(会場等) 

内  容 （協議事項等） 出席 

選考委員会 9月 20日 Ｗｅｂ会議 改選のため、委員長、委員長職務代理の選

任 

運営適正化委員会委員の選任、候補者 16 名

について同意 

委員 9人 

 

選考委員会 3月 16日 書面決議 運営適正化委員会委員の辞任に伴う委員の

選出 

委員 8人 

 

５ 運営監視合議体への報告及び審議状況 

（１）運営監視合議体の開催状況 

開催日 
出席   

委員 

開催方法 

(会場等) 
審 議 内 容 

 5月24日 9人 Ｗｅｂ会議 
日常生活自立支援事業 令和 3 年度事業報告、令和 4年度事業計画 

相談･契約状況（3月末）の報告   

 7月28日 7人 Ｗｅｂ会議 
日常生活自立支援事業について相談･契約状況（6 月末）の報告 

専門員概況報告（仙台、仙台市青葉区）  

 9 月 6日 6人 Ｗｅｂ会議 

日常生活自立支援事業について相談･契約状況（7 月末）の報告 

専門員概況報告（仙南、仙台市宮城野区） 

巡回調査について 

11月17日 8人 Ｗｅｂ会議 
日常生活自立支援事業について相談･契約状況（9 月末）の報告 

専門員概況報告（石巻、仙台市太白区） 

 1月24日 6人 Ｗｅｂ会議 
日常生活自立支援事業について相談･契約状況（11月末）の報告 

専門員概況報告（大崎、仙台市若林区） 

 3月 9日 7人 Ｗｅｂ会議 
日常生活自立支援事業について相談･契約状況（1 月末）の報告 

令和５年度事業計画について  

 

（２）運営監視合議体による巡回調査 

 日 時 調査地域 参加委員 参加した市町村社協 

１ 7月 21日 気仙沼・南三陸

地域福祉サポー

トセンター 

土井委員 大森委員 

 

気仙沼市 

２ 7月 26日 登米地域福祉サ

ポートセンター 

齋藤委員   

 

登米市 

３ 8月 2日 仙台市泉区権利

擁護センター 

工藤委員 大槻委員  

山田委員 伊藤委員 

仙台市泉区 

４ 

 

8月 5日 栗原地域福祉サ

ポートセンター 

手塚委員  

 

栗原市 



 

    

６ 苦情解決合議体への報告及び審議状況 

（１）苦情解決合議体の開催状況 

開催日 
出席 

委員 

開催方法 

(会場等) 
審 議 内 容 

   前年継続分  1 件   令和 4年 3月 4日以降受付  13件 

4月 20日  6人 Ｗｅｂ会議 

 

再審議件数  1 件  新規報告件数 19 件  合計  20 件 

 

6月  4日  6人 Ｗｅｂ会議 再審議件数  2 件  新規報告件数 23 件  合計  25 件  

7月 15日  6人 Ｗｅｂ会議 再審議件数  1 件  新規報告件数 18 件  合計  19 件  

9月 29日  6人 Ｗｅｂ会議 再審議件数  0 件   新規報告件数 32 件    合計  32 件  

10月27日  6人 Ｗｅｂ会議 再審議件数  1 件  新規報告件数 11 件    合計 12 件  

12月 5日  6人 Ｗｅｂ会議 再審議件数  0 件   新規報告件数 21 件   合計 21 件  

１月 26日 7人 Ｗｅｂ会議 再審議件数  0 件   新規報告件数 26 件   合計  26 件 

3月 3日  5人 Ｗｅｂ会議 
再審議件数  2 件   新規報告件数 18 件   合計  20 件 

令和 5年 3 月 3 日以降受付  24件  

 

 

（２）苦情解決体制調査 

名 称 調査月 対象事業所 内  容  調査者 

苦情解決合議体 

苦情解決体制調

査 

2月  

 

高齢者事業所 

1か所 

障害者事業所 

   9か所 

 

事前に事業所に調査票を送り、それを基に

苦情解決体制の整備状況等を電話で聞き取

りした。 

（仙台市、気仙沼市、栗原市、登米市、   

涌谷町、大和町、富谷市、柴田町） 

事務局長 

 

 

 

（３）事実確認調査 

名 称 調査日 調査方法  内  容  調査者 

苦情相談ケース

の事実確認調査 

4月～3 月

（随時） 

電話 本会に苦情相談が寄せられた事業所に、事

実確認の必要と思われたケースについて調

査（40回） 

事務局長 

主事 

 

 

 

 

 



 

 

 

（４）苦情・相談等の受付状況 

月別 
種別 申し出の手段 申出人の属性 

苦情 相談 合計 来所 電話 書面 合計 利用者 家族 
代 理

人 
職員 

そ の

他 
合計 

4月 5 13 18 2 16 0 18 8 2 0 8 0 18 

5月 4 8 12 0 12 0 12 6 3 0 3 0 12 

6月 3 11 14 0 14 0 14 8 3 0 3 0 14 

7月 5 6 11 1 10 0 11 4 4 0 3 0 11 

8月 4 10 14 1 13 0 14 5 5 0 4 0 14 

9月 3 11 14 2 9 3 14 4 6 0 4 0 14 

10月 1 15 16 1 15 0 16 6 4 0 6 0 16 

11月 3 14 17 16 0 1 17 11 4 0 2 0 17 

12月 6 10 16 0 16 0 16 10 5 0 1 0 16 

1月 2 11 13 1 12 0 13 7 3 0 3 0 13 

2月 2 12 14 0 14 0 14 6 4 0 3 1 14 

3月 2 18 20 1 18 1 20 3 5 0 10 2 20 

合計 40 139 179 25 149 5 179 78 48 0 50 3 179 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（５）「苦情」の種別とケースの処理状況 

月別 

「苦情」の受付件数 「苦情」の処理状況 

老人

福祉 

障害 

福祉 

児童 

福祉 

その

他 
合計 

相談

助言 

紹介

伝達 

あっ

せん 
通知 

その

他 

継続

中 

意見

要望 
合計 

４月 1 1 0 3 5 5 0 0 0 0 0 0 5 

５月 0 4 0 0 4 4 0 0 0 0 0 0 4 

６月 0 3 0 0 3 3 0 0 0 0 0 0 3 

７月 1 3 1 0 5 4 0 0 1 0 0 0 5 

８月 1 3 0 0 4 3 0 0 1 0 0 0 4 

９月 1 2 0 0 3 2 0 0 1 0 0 0 3 

１０月 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 

１１月 0 2 0 1 3 3 0 0 0 0 0 0 3 

１２月 0 4 1 1 6 6 0 0 0 0 0 0 6 

１月 0 2 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 2 

２月 0 2 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 2 

３月 0 2 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 2 

合 計 4 29 2 5 40 37 0 0 3 0 0 0 40 

 

 

 

＜注＞苦情処理の内容 

①相談助言……運営適正化委員会委員、事務局による助言 

②紹介伝達……他の専門機関への紹介、行政機関への伝達 

③あっせん……運営適正化委員会による「あっせん」 

④通知…………県、市町村への通知 

⑤その他………運営適正化委員会から改善申し入れ、申出人取下げ、事情調査不可、上記①～④以外 

のもの 

⑥継続中………苦情解決に至らず、継続中のもの 

⑦意見要望……法令、制度に対する苦情、要望など、上記①～⑥以外のもの 

 



 

（６）サービス種別・苦情内容（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

種別 苦情内容の分類 件数 小計  

＜注＞ 

苦情内容の分類は、全国社会福祉

協議会によるものです。 

 

１ 職員の接遇 

・関わり方、対応・言葉遣い 

・説明不十分・その他 

 

２ サービスの質や量 

・食事・環境・サービス不十分 

・退去、サービス提供中止・金

銭管理・その他 

 

３ 説明・情報提供 

・虚偽記載・相談不十分・契約

拒否・説明不十分・その他 

 

４ 利用料 

・利用料関係・負担金関係 

・その他の費用・説明不十分 

・その他 

 

５ 被害・損害 

・介護、支援事故・物損・暴力 

・その他 

 

６ 権利侵害 

・虐待・暴力・身体拘束・暴言 

・プライバシーの侵害・その他 

 

７ その他 

・制度に関すること・その他 

 

 

高 

齢 

者 

１ 職員の接遇   1 

  

4件  

２ サービスの質や量   2 

３ 説明・情報提供   0 

４ 利用料  0 

５ 被害・損害   0 

６ 権利侵害   0 

７ その他   1 

障 

害 

者 

１ 職員の接遇  20 

29件 

２ サービスの質や量  2 

３ 説明・情報提供   2 

４ 利用料   2 

５ 被害・損害    2 

６ 権利侵害    0 

７ その他   1 

児 

童 

１ 職員の接遇  1 

2 件   

２ サービスの質や量   0 

３ 説明・情報提供   1 

４ 利用料   0 

５ 被害・損害   0 

６ 権利侵害   0 

７ その他   0 

そ 

の 

他 

１ 職員の接遇   0 

5件 

２ サービスの質や量   2 

３ 説明・情報提供  2 

４ 利用料   0 

５ 被害・損害   1 

６ 権利侵害   0 

７ その他   0 

合 

計 

１ 職員の接遇 22 

 

 

40件 

２ サービスの質や量 6 

３ 説明・情報提供 5 

４ 利用料  2 

５ 被害・損害   3 

６ 権利侵害 0 

７ その他   2 

 



７ 報告事項 

名 称 開催日 会 場 内  容  出席 

宮城県社会福祉

協議会理事会 

6月 9日 ホテル白萩 Ｒ3 年度「業務の状況及び実績に関する報告

書」について説明 

事務局長 

宮城県社会福祉

協議会評議員会 

6月 27日 ホテル白萩 Ｒ3 年度「業務の状況及び実績に関する報告

書」について説明 

事務局長 

 

８ 広報・啓発活動 

 内  容  

県社協機関紙「福祉みやぎ」 「福祉みやぎ」5月号 

令和 4年度宮城県社会福祉協議会事業計画に掲載 

福祉サービス利用に関する運営適正化委員会の紹介記事掲載 

県社協機関紙「福祉みやぎ」 「福祉みやぎ」7月号 

Ｒ3 年度宮城県社会福祉協議会事業報告に掲載 

県社協ホームページ Ｒ3 年度運営適正化委員会事業報告を掲載 

県社協ホームページ Ｒ4 年度福祉サービスの苦情解決に関する研修会の案内を掲載 

周知・啓発関係 施設、事業所からの請求、研修会案内、事実確認調査によるポスター、

パンフレットの配布 

 

９ 研修会の開催 

名 称 開催日 開催方法 

(会場等) 

内  容  参加者 

苦情解決に関す

る研修会 

（第三者委員対

象） 

12月 8日 

 

 

 

オンライン

研修 

対象 苦情解決第三者委員・関係者等 

講演「サービス利用者からみた第三者委員へ

の期待」 

講師 社会福祉法人宮城県障がい者福祉協会    

   副会長 伊藤 清市 氏 

 

50人 

苦情解決に関す

る研修会 

（事業者対象） 

12月 15 日 

午前、午後

2回 

 

オンライン

研修 

対象 事業を運営する者・従事する者 

講演「事故を減らし、トラブルに発展させな

い為に」 

講師 株式会社オンワード・マエノ 

   代表取締役 内田 大介 氏 

 

74人 

 

１０ 研修活動 

名 称 開催日 開催方法 

(会場等) 

内  容  出席 

全社協運営適正

化委員会事業研

究協議会 

7月 12日 Ｗｅｂ会議 行政説明、講義、実践報告・協議（全社協

主催） 

事 務 局 長 

1人参加 

 

介護サービスの

質の向上に関す

る市町村担当

者、事業所管理

者等研修会 

 10月 27日 動画配信 現場の事故をトラブルやハラスメントに発

展させない３つのポイント 

（国保連主催） 

事務局2人 

動画閲覧 

全社協運営適正

化委員会事業相

談員研修会 

10月 24 日 動画配信 全国社会福祉協議会政策企画部、明治大学

法科大学院教授、早稲田大学人間科学学術

院教授、全国社会福祉法人経営者協議会障

害福祉事業経営委員会副会長の講義 

事務局2人 

動画閲覧 

北海道・東北運

営適正化委員会

事務局連絡会議 

  3 月 1 日 書面にて情

報交換 

事務局業務に係る課題、運営状況等の協

議・情報交換（秋田県社会福祉協議会主催） 

 

 

 



１１　苦情の内容とその対応

高齢者

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 本人

有料老人ホームを利用。夜職員が、部屋を
見回りする際に話し声がうるさい。職員に車
で病院に送迎してもらったが片手運転をして
いた。他の利用者にうるさいと言ったら、職員
にあなたがうるさいと言われた。

申出を施設に伝えるかと聞くと、行政に相談
すると言い、ケアマネージャーから話を聞い
てほしいとのことだったので、ケアマネー
ジャーから話を聞いた。

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 家族

両親がショートステイを利用。利用していた
事業所が、有料老人ホームに変わると言わ
れ、利用者が居る中工事が始まった。両親
は事業所を退居したが、後日来た請求書に
日常生活費、共用費という項目があった。納
得出来ず行政に相談したが、時間がかかる
と言われたため、委員会からも行政に伝えて
ほしい。

委員会からも行政に伝える事とした。

2 本人
訪問介護事業所を利用。要望に沿った支援
をしてほしい。対応が悪い。このことをケアマ
ネージャーにも伝えてほしい。

ケアマネージャーに確認。精神的に不安定
で、いろいろな所に電話をしている。入院を
検討しているとのことだった。

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 職員
認知症高齢者グループホームに勤務。出納
帳の内容がおかしい。不正に流用されてい
るのではないか。

行政に情報提供することとした。

障害者

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 本人
就労継続支援B型を利用。支援員にきつい
言い方をされ、事業所に通えず、３日休んで
いる。この事を社長に伝えてほしい。

社長に申出を伝えた。申出人は体調が悪い
と休みがちだった。職員はきつい言い方をし
ていないと思うが、職員に聞き取りをして、言
葉遣いに注意するよう指導するということだっ
た。

2 家族
息子が就労継続支援Ａ型利用。匿名で職員
の言葉遣いが悪いので、事業所に注意して
ほしい。

事業所管理者に申出を伝え、職員に周知し
てほしいと伝えた。

3 本人
就労継続支援Ｂ型を利用。事業所内で仲間
外れにされ、無視される。事業所に言っても
改善されない。

事業所へ確認。申出人が無視されたのは女
性にしつこくしたので、距離を置かれたという
ことだった。

分類１　職員の接遇　　　１件

分類２　サービスの質や量　　　２件

分類７　その他　　１件

分類１　職員の接遇　　　　　20件



4 本人

グループホームを利用。職員が勝手に部屋
に入って来るので、部屋の鍵を変えた。エア
コンをいつ交換するのか教えてくれない。理
事長から滞納している家賃を一括で払えと言
われた。

事業所に確認。申出人が勝手に鍵を交換し
たため、大家から出ていってほしいと言われ
た。出ていくなら滞納している家賃を一括で
払ってほしいと伝えた。エアコンの交換は、
申出人が鍵を変えたため入室出来ない。行
政にも報告しているということだった。

5 本人

就労継続支援Ｂ型を利用。就労時間は１０時
から１５時であるが、現在は９時から１６時。職
員から休憩の声掛けはない。事業所に言っ
たが、改善しない。

事業所に確認。開設したばかりで、改装工事
が入っている。就労時間も１０時から１３時ま
でに短縮して、利用者には１３時まで就労し
て家で昼食を食べてください。お腹が空く人
は１１時に昼食を食べてくださいと説明し、申
出人も了解していたということだった。

6 本人

就労継続支援A型を利用。事業所に体調が
悪く３日間休むと連絡すると、毎日状況を教
えるように言われたので、毎日電話してい
た。すると、事業所から仕事に関係ないこと
で電話をかけてこないでほしいと言われた。

事業所に確認。申出人は出勤日の半分も出
勤していない。申出人に事業所を辞め、治
療に専念してはどうかと伝えると、Ａ型で就労
できますと納得しない。この事は相談支援事
業所、行政にも相談しているという事だった。

7 本人
相談支援事業所を利用。以前からトラブルが
あり、事業所と第三者委員と申出人で話し合
いをしたが、その結果がまだ来ない。

事業所に確認。結果を郵送する事にしてい
たが、遅くなったのは行政と調整していたた
めとのことだった。

8 本人
就労継続支援Ａ型を利用。職員の利用者へ
の態度が威圧的だ。

事業所へ確認。申出人と話し合いをするとと
もに、職員へ周知をするということだった。

9 家族

息子が就労継続支援Ａ型を利用。息子は清
潔感が感じられず、施設外作業に参加でき
ないと言われた。息子は事業所を辞めたくな
いと言っている。

事業所へ確認。息子は入浴もせず、清潔感
がない。また、指示を聞かず、注意すると大
声を出す。申出人に息子さんは当事業所は
無理ではないかと伝えると、私もそう思うと
言っていたとのことだった。

10 家族
子どもが生活介護を利用している。職員の香
水か整髪料か分からないが、臭いがきつい。

事業所に確認。責任者に訴えを伝えると、分
かりましたということだった。

11 本人
就労継続支援Ｂ型。以前通所していた事業
所に、再通所したいと思ったが、面談で誹謗
中傷され、希望に添えないと言われた。

事業所に確認。再通所出来なかったのは、
本部の決定ということだった。

12 本人
地域生活支援センターを利用。施設長から
嫌な事を言われた。不快になる言葉は言わ
ないでほしい。

事業所へ確認。申出人からも同じ訴えがあ
り、不快になる言葉は使わないという事で了
解している。

13 本人

ショートステイを利用。施設は子どもも利用し
ている。申出人は障害特性で生活音が気に
なる。施設に言うと、大人だから我慢してくだ
さいと言われる。自分には配慮がない。相談
支援事業所に話を聞いてほしいということ
だった。

相談支援事業所に確認。施設代表が申出
人に説明しようと思っても、申出人はすぐ興
奮状態になり、話し合いが出来ない。当事者
同士では難しいため、相談支援事業所が中
に入るということだった。

14 本人
就労継続支援Ｂ型を利用。作業時間が、当
初に比べ長くなっている。

事業所に確認。申出人の勘違いで、現在は
コロナの影響で、作業時間を短縮していると
のことだった。申出人への説明を依頼した。



15 本人

グループホームを利用。敷地内禁煙だが、
職員が敷地内で喫煙をする。敷地内の屋外
で電話で会話するので、内容が聞こえる。職
員が威圧的な態度を取るので怖い。

運営会社に確認。敷地内での喫煙、電話は
すぐ対応する。威圧的な態度は、申出人の
特定に至らないよう、配慮して注意したいと
いうことだった。

16 本人

就労継続支援Ｂ型を利用。サービス管理責
任者がころころ変わる。他の利用者とトラブル
になったが、事業所は他の利用者のことばか
りをかばう。

事業所に確認。対応しますとのこと。その後、
申出人から電話があり、事業所と話し合いを
して納得したとのことだった。

17 本人

就労継続支援Ｂ型を利用。サービス管理責
任者に嫌な事を言われ、体調を悪くして休ん
でいる。他の利用者の前で病気の事を言わ
れた。

事業所に確認。事実確認をして対応しますと
いう事だった。

18 本人
相談支援事業所を利用。相談したいが、担
当者に連絡が取れず、困っている。

事業所に確認。担当者から電話をするという
事だった。

19 本人
就労継続支援Ｂ型を利用。職員の言葉遣い
が乱暴だとのこと。

事業所に確認。職員の言葉遣いに気を付け
るよう伝えた。

20 本人
利用しているヘルパーステーションの職員と
連絡が取れなくて困っている。そのことを相
談支援事業所担当者に伝えてほしい。

相談支援事業所に確認。申出人とは決まっ
た時間にしか電話をしないと約束している。
後日じっくり話を聞くと申出人に伝えてほしい
とのことだった。

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 本人

相談支援事業所を利用。相談に行くと早く帰
るよう執拗に言われパニックになった。申出
人の都合に合わせると言うが、事業所の都合
で決められる。事業所から紹介されたヘル
パーには大事な物を捨てられた。このヘル
パーを紹介した事業所の責任はどうなるの
か。

事業所に確認。事業所の都合で決めたとい
う事実は無い。謝罪を求められているが、何
に対しての謝罪か分からない。申出人には
医療、行政と連携して支援に当たっていると
いうことだった。

2 本人
障害者就業・生活支援センターを利用。事
業所から支援以上の事を求められたと、支援
を切られた。

事業所へ確認。申出人は自分の望む答えで
ないと相手を責めるので、就労に結びつかな
かった。事業所でも申出人へ希望するような
支援は出来ないと伝えているということだっ
た。

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 本人
就労継続支援Ｂ型を利用しようと思い、体験
に行ったが、その後体調が悪くなり、３か月
後に利用したいと連絡したが、返事がない。

事業所に確認。申出人から連絡は来ていな
い。既に利用者が決まっていて空きがない。
このことを事業所から申出人に説明するとの
ことだった。

2 本人
相談支援事業所を利用。事業所が個別支援
計画書を渡してくれない。郵送してほしい。

事業所へ電話。申出内容について対応する
ということだった。

分類２　サービスの質や量　　　　２件

分類３　説明・情報提供　　　　２件



番号 申出人 苦情の概要 対応

1 本人
グループホームを月半ばで退居したが、利
用料を返金してもらっていない。代表に電話
が繋がらない。

委員会から代表へ何度も電話したが、繋がら
ないので申出人の了解を得て、行政に通報
した。

2 家族
息子がグループホームを退居した。利用料を
清算することになり、請求書を見たが金額に
納得がいかない。

施設に確認。申出人からも問い合わせが
あった。内容を整理するために、申出人と文
書でやりとりしたいということだった。

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 本人

ヘルパーステーションを利用。ヘルパーが来
ると物が無くなる。事業所から和解金を支払
うという話あったが、事業所の代表と連絡が
取れない。

事業所に確認。物が無くなったという事実は
ない。和解金について言った事もなく、驚い
ている。相談支援事業所が病院、行政と連
携して対応している。

2 本人
相談支援事業所を利用。事業所から紹介さ
れたヘルパーに大事な物を捨てられた。

事業所に確認。ヘルパーが物を捨てたという
事実はない。相談支援事業所、ヘルパー事
業所、行政で話し合うことになっているとのこ
とだった。

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 その他
就労継続支援B型事業所の送迎車が、マン
ションの玄関前に駐車するので、出入りする
人の邪魔になり危ない。

事業所に確認。事実確認をして対応したいと
いう事だった。

児童

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 家族

保育園を利用。保育園内の新型コロナ感染
状況の情報がない。学校や職場で感染状況
について聞かれるが、保育園から何も伝えら
れず困っている。

保育園に確認。家族から新型コロナ感染者
の人数を教えてほしいと言う要望はあった
が、保育園として罹患家族の人数まで伝えた
方がいいのか迷っていた。委員会から児童
の罹患人数でいいのではないかと伝え納得
した。

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 家族
保育園を利用。保育園で販売物を買わさ
れ、ノルマがある。おかしいのではないか。

保育園に確認。販売は保護者の委員会が
ルールに則って行っている。強制はしていな
い。委員会から保護者全体にお便りで説明
するとのことだった。

分類４　利用料　　　　２件

分類５　被害・損害　　　　２件

分類７　その他　　　　１件

分類１　職員の接遇　　　1件

分類３　説明・情報提供　　　　1件



その他

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 本人

日常生活自立支援事業を利用。私のために
やっていると言うが、私のためにはなってお
らず、生活を苦しくしている。納得出来ない
事がたくさんある。通帳と印鑑を返してほし
い。

事業所に確認。申出人が解約を希望し、解
約申出書を提出して行った。解約の処理をし
て、近日中に通帳と印鑑を返却するとのこと
だった。

2 本人

日常生活自立支援事業を利用。申出人の個
人情報を、申出人の身内とかいろいろな人
に話している。ルールではなく柔軟に対応し
てほしい。担当者を代えてほしい。

事業所に確認。申出のような事実はない。申
出人は体調が悪く、行政、病院と連携して支
援に当たっているということだった。

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 家族

兄が金銭管理委託事業所を利用。兄が３か
月以上入院したので、行政から高額医療制
度の申請書が送られて来た。事業所に領収
書の送付を依頼し、了解したが、まだ届いて
いない。事業所は委員会の対象では無い
が、申出を伝えることとした。

事業所に確認。領収書が大量にあり、時間
が掛かっていた。　早急に返却するとの事
だった。

2 本人

訪問介護事業所を自費で利用。ヘルパーに
欠員が出たので、次回からサービスできない
と言われた。他の事業所を紹介されたので、
ヘルパーの補充ができたらまた利用したいと
言うと、分からないと言われた。納得いかな
い。法人本部から説明がほしいとのこと。

訪問介護事業所に確認。申出人は事業所
所長と話をしたくないと言っており、法人本部
で対応していた。本部から連絡するとのこと
だった。

番号 申出人 苦情の概要 対応

1 本人
３年前に、日常生活自立支援事業と保護課
のせいで全財産を無くした。

事業所に確認。正規の手続きを経て、申出
人の所有する宅地を売却したということだっ
た。

分類３　説明・情報提供　　　　　２件

分類５　被害・損害　　　　　１件

分類２　サービスの質や量　　　　２件


	R4事業報告
	R4苦情の内容とその対応
	（修正）印刷用


